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平成２２年１１月２６日 

 
会   社   名 明治安田損害保険株式会社  ＵＲＬ http://www.meijiyasuda-sonpo.co.jp/ 

本 店 所 在 地 東京都千代田区神田司町２丁目１１番地１ 

代   表   者 役職名  取締役社長  

氏 名  重森 豊 

問 合 せ 先 責 任 者 役職名  収益管理部長 

          氏 名  松崎 順一 TEL (03)3257-3341 

連 結 決 算 の 有 無      無 

親 会 社 名 明治安田生命保険相互会社 親会社における当社の株式保有比率 １００％ 

 

１．経営成績（平成２２年４月１日～平成２２年９月３０日） 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

（注）金額は記載単位未満を切り捨てており、諸比率は四捨五入により表示しております。また、マイナスの場合

は△表示しております。以下の諸表も同様であります。 

○正味損害率  ･･･ 
正味支払保険金＋損害調査費 

×１００ 
正味収入保険料 

○正味事業費率 ･･･ 
諸手数料及び集金費＋営業費及び一般管理費 

×１００ 
正味収入保険料 

なお、営業費及び一般管理費は保険引受に係るものに限ります。 
２．財政状態（平成２２年９月３０日現在） 

 

 

 

 

 

 

 （参考） 自己資本   平成 23 年 3月期中間期   56,151 百万円  平成 22 年 3月期   72,658 百万円 
 
 
３．配当の状況 

（注）上記以外に平成 23 年 3 月期の配当として平成 22 年 8 月 27 日を基準日とする配当をしております。また、その配当の原資 

には資本剰余金が含まれております。詳細は後述の「平成 22 年 8 月 27 日を基準日とする配当について」をご覧ください。

 

正味収入保険料 経 常 利 益 中間純利益

百万円 百万円 百万円

　平成２３年３月期中間期 ６，８８５ ２３８ １８

　平成２２年３月期中間期 ６，６００ ４６９ １７１

円 銭 ％ ％

　平成２３年３月期中間期 ４６ ０８ ４２．６ ４８．１

　平成２２年３月期中間期 ４２７ ７５ ４３．５ ４７．７

正味損害率 正味事業費率１株当たり中間純利益

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計
円　銭 円　銭 円　銭 円　　　銭 円　　　銭

　平成２２年３月期 ― ― ― 　３９５　７０ 　３９５　７０

　平成２３年３月期 ― ―

年間配当金

総 資 産 純 資 産 自己資本比率

百万円 百万円 ％ 円 銭

　平成２３年３月期中間期 ８０，７６４ ５６，１５１ ６９．５ １４０，３７８ ６５

　平成２２年３月期 ９７，６４５ ７２，６５８ ７４．４ １８１，６４６ ６９

１株当たり純資産



 

 
４．その他  

（１）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更： 有・無 

② ①以外の変更       ： 有・無 

 （注）当中間期における「中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」に記載される中間財務諸表作成に係る会計

処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

 

（２）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数 

 （自己株式を含む）
平成 23 年 3 月期中間期 400,000 株 平成 22 年 3 月期 400,000 株

② 期末自己株式数 平成 23 年 3 月期中間期 ―  株 平成 22 年 3 月期 ―  株



 

 
平成 22 年 8 月 27 日を基準日とする配当について 

 

平成23年3月期の配当のうち、平成22年8月27日を基準日とする配当については以下のとおりであります。 
 

基準日 平成22年8月27日 

配当原資 
資本剰余金(注) 及び利益剰余金 

 うち資本剰余金(注) うち利益剰余金 

1株当たり配当金 40,788円27銭 18,187円54銭 22,600円73銭 

配当金総額 16,315百万円 7,275百万円 9,040百万円 

（注）純資産減少割合0.101（小数点以下3位未満切上げ） 
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１．当中間期の業績等に関する定性的情報 

（１）経営成績に関する定性的情報 

・保険引受収益が６９億７６百万円、資産運用収益が３億２５百万円となり、経常収益は７３億

３百万円となりました。一方、保険引受費用が５０億１９百万円、営業費及び一般管理費が 

２０億４４百万円となり、経常費用は７０億６４百万円となりました。 

・この結果、経常利益は２億３８百万円となりました。経常利益に特別損益、法人税及び住民税、

ならびに法人税等調整額を加減した中間純利益は１８百万円となりました。 

 

 

（２）財政状態に関する定性的情報 

・当中間会計期間末の総資産は、前年度末に比べて１６８億８１百万円減少し、８０７億６４百

万円となりました。純資産については、前年度末に比べて１６５億７百万円減少し、 

５６１億５１百万円となりました。 

 

 

 

２．会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・該当ありません。 
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３．中間財務諸表

（単位：百万円、％）

金     額 構成比 金     額 構成比

　（１）中間貸借対照表

当中間会計期間末 前事業年度末に係る要約貸借対照表

（平成22年3月31日現在)科　　　目　　　　　 （平成22年9月30日現在)

　

1,940 2.40 2,256 2.31

69,963 86.63 85,865 87.94

14 0.02 14 0.01

3,775 4.68 3,787 3.88

2,130 2.64 2,319 2.38

貸 付 金

有 形 固 定 資 産

有 価 証 券

（ 資 産 の 部 ）

現 金 及 び 預 貯 金

無 形 固 定 資 産

1,995 2.47 2,755 2.82

943 1.17 647 0.66

△0 △0.00 △0 △0.00

80,764 100.00 97,645 100.00

22 735 28 15 22 349 22 89

そ の 他 資 産

繰 延 税 金 資 産

資 産 の 部 合 計

（ 負 債 の 部 ）

貸 倒 引 当 金

保 険 契 約 準 備 金 22,735 28.15 22,349 22.89

支 払 備 金 5,126 4,901

責 任 準 備 金 17,608 17,448

1,684 2.09 2,437 2.50

未 払 法 人 税 等 507 231

そ の 他 の 負 債 1,177 2,205

134 0.17 148 0.15

そ の 他 負 債

保 険 契 約 準 備 金

賞 与 引 当 金

58 0.07 51 0.05

価 格 変 動 準 備 金 58 51

24,612 30.47 24,987 25.59

52,000 64.39 52,000 53.25

1 455 1 80 8 730 8 94

特 別 法 上 の 準 備 金

（ 純 資 産 の 部 ）

資 本 剰 余 金

資 本 金

負 債 の 部 合 計

1,455 1.80 8,730 8.94

資 本 準 備 金 1,455 8,730

2,261 2.80 11,442 11.72

利 益 準 備 金 2,053 213

そ の 他 利 益 剰 余 金 208 11,228

繰 越 利 益 剰 余 金 208 11,228

55,716 68.99 72,172 73.91

資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

株 主 資 本 合 計

434 0.54 486 0.50

434 0.54 486 0.50

56,151 69.53 72,658 74.41

80,764 100.00 97,645 100.00

その他有価証券評価差額金

負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計
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（貸借対照表の注記） 

１．会計方針に関する事項は以下のとおりであります。 

（１） 有価証券の評価基準及び評価方法は次のとおりであります。 

① その他有価証券のうち時価のあるものの評価は、中間会計期間の末日の市場価格等に基

づく時価法により行っております。なお、評価差額は全部純資産直入法により処理し、ま

た、売却原価の算定は移動平均法に基づいております。 

② その他有価証券のうち時価のないものの評価は、移動平均法に基づく原価法により行っ

ております。 

（２） 有形固定資産の減価償却は定率法により行っております。ただし、平成１０年４月１日以降

に取得した建物（建物付属設備を除く）については、定額法により行っております。 

（３） 無形固定資産に計上している自社利用のソフトウェアの減価償却は、利用可能期間に基づく

定額法によっております。 

（４） 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算は、外貨建取引等会計処理基準に準拠して行って

おります。 

（５） 貸倒引当金は、債権の貸倒れによる損失に備えるため、資産の自己査定基準及び償却・引当

基準に基づき、次のとおり計上しております。 

破産、特別清算、手形交換所における取引停止処分等、法的・形式的に経営破綻の事実が発

生している債務者に対する債権及び実質的に経営破綻に陥っている債務者に対する債権につい

ては、債権額から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額等を控除し、

その残額を引き当てております。 

今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者に対する債権については、債権額

から担保の処分可能見込額及び保証による回収が可能と認められる額を控除し、その残額のう

ち、債務者の支払能力を総合的に判断して必要と認められる額を引き当てております。 

上記以外の債権については、過去の一定期間における貸倒実績等から算出した貸倒実績率を

債権額に乗じた額を引き当てております。 

また、全ての債権は資産の自己査定基準に基づき、勘定科目主管部が資産査定を実施し、当

該部から独立した業務監査部が査定結果を監査しており、その査定結果に基づいて上記の引当

を行っております。 

（６） 賞与引当金は、従業員の賞与に充てるため、中間会計期間末の支給見込額を基準に計上して

おります。 

（７） 価格変動準備金は株式等の価格変動による損失に備えるため、保険業法第１１５条の規定に

準じて計上しております。 

（８） リース取引開始日が平成２０年３月３１日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引に

ついては、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

（９） 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。ただし、損害調査費、営業費及び一般管

理費等の費用は税込方式によっております。 

 なお、資産に係る控除対象外消費税等はその他資産に計上し、５年間で均等償却を行ってお

ります。 
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２．金融商品の時価等に関する事項 

      平成２２年９月３０日における中間貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとお

りであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表には含めておりませ

ん（注２）。 

 中間貸借対照表 

計上額（百万円） 

時価 

（百万円） 

差額 

（百万円） 

① 現金及び預貯金 １，９４０ １，９４０ － 

② 有価証券    

その他有価証券 ６９，９６２ ６９，９６２ － 

③ その他資産    

代理店貸 １，０７０ １，０７０ － 

資産計 ７２，９７３ ７２，９７３ － 

 (注１) 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券取引に関する事項 

資産 

① 現金及び預貯金 

満期のない預金については、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっ

ています。 

② 有価証券 

これらの時価については、中間会計期間の末日の市場価格等によっております。なお、当社

は保有する有価証券をすべてその他有価証券に区分しており、その他有価証券に関する注記事

項は以下のとおりであります。 

     （ⅰ） その他有価証券の当中間会計期間中の売却額は３５４百万円であり、売却益の合計額は

７百万円であります。また、種類ごとの中間貸借対照表計上額、取得原価及びこれらの差

額については、次のとおりであります。 

 

種類 

中間貸借対照

表計上額 

（百万円） 

 

取得原価 

（百万円） 

 

差額 

（百万円） 

中間貸借対照表計上

額が取得原価を超え

るもの 

公社債 ４５，１７３ ４４，４７５ ６９８ 

株式 － － － 

小計 ４５，１７３ ４４，４７５ ６９８ 

中間貸借対照表計上

額が取得原価を超え

ないもの 

公社債 ２４，７８８ ２４，８０６ △１７ 

株式 － － － 

小計 ２４，７８８ ２４，８０６ △１７ 

合計 ６９，９６２ ６９，２８１ ６８１ 

（注）時価を把握することが極めて困難と認められるその他有価証券は、上表に含めておりませ

ん。 

（ⅱ） 上記の表中にある「取得原価」は減損処理後の帳簿価額であります。当中間会計期間に

おいて、減損処理を行った有価証券はありません。 

（ⅲ） 当中間会計期間中において、保有目的が変更となった有価証券はありません。 

③ 代理店貸 

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっており

ます。 
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(注２) 時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品は、次のとおりであり、「資産 ②有価証券  

その他有価証券」には含めておりません。 

非上場株式（中間貸借対照表計上額１百万円）は、市場価格がなく、かつ、将来キャッシュ・ 

フローを見積もることができないことから時価開示の対象とはしておりません。 

(注３) 金銭債権及び満期のある有価証券の中間決算日後の償還予定額 

  

１年以内 

（百万円） 

１年超 

５年以内 

（百万円） 

５年超 

１０年以内 

（百万円） 

 

１０年超 

（百万円） 

現金及び預貯金 

 預貯金 

有価証券 

 その他有価証券のう

ち満期があるもの 

 国債 

 地方債 

 社債 

その他資産 

代理店貸 

 

１，９３９ 

 

 

 

３０，０３０ 

８，５０４ 

３，３５７ 

 

１，０７０ 

 

－ 

 

 

 

１１，６７０ 

３，３５６ 

１１，１９０ 

 

－ 

 

－ 

 

 

 

１，０００ 

－ 

１００ 

 

－ 

 

－ 

 

 

 

－ 

－ 

－ 

 

－ 

合計 ４４，９０１ ２６，２１６ １，１００ － 

３. 賃貸等不動産の時価に関する事項 

賃貸等不動産の中間貸借対照表計上額及び中間決算日における時価は、前事業年度の末日と比して著しい 

変動が認められないため、記載を省略しております。   

４. （１）支払備金の内訳は次のとおりであります。 

支払備金（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） ５，４７１百万円 

同上にかかる出再支払備金 ７２１百万円 

差引（イ）  ４，７４９百万円 

地震保険及び自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金（ロ） ３７７百万円 

計（イ＋ロ） ５，１２６百万円 

（２）責任準備金の内訳は次のとおりであります。 

普通責任準備金（出再責任準備金控除前） ６，８９６百万円 

同上にかかる出再責任準備金 １，３４２百万円 

差引（イ） ５，５５３百万円 

その他の責任準備金（ロ） １２，０５５百万円 

計（イ＋ロ） １７，６０８百万円 

５.  中間会計期間の末日後に、当中間会計期間が属する事業年度(当中間会計期間を除く)以降の財産又は損 

益に重要な影響を及ぼす事象は生じておりません。 

６.  金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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明治安田損害保険株式会社　平成２３年３月期 第２四半期決算の概況

（単位：百万円）

当中間会計期間

平成22年 4月 1日から平成21年 4月 1日から

前中間会計期間

（２）中間損益計算書

経　　常　　収　　益　　 7,096 7,303

6,712 6,976

(うち正 味 収 入 保 険 料 ) ( 6,600 ) ( 6,885 )

(うち収 入 積 立 保 険 料 ) ( 52 ) ( 48 )

(うち積 立 保 険 料 等 運 用 益 ) ( 49 ) ( 41 )

金     額

平成22年 9月30日まで平成21年 9月30日まで科　　　目　　　　　

保 険 引 受 収 益

金     額

(うち積 保 険 料 等 運 用 益 ) ( ) ( )

(うち支 払 備 金 戻 入 額 ) ( 9 ) ( － )

382 325

(うち利 息 及 び 配 当 金 収 入 ) ( 432 ) ( 359 )

(うち有 価 証 券 売 却 益 ) ( － ) ( 7 )

(うち積 立 保 険 料 等 運 用 益 振 替 ) ( △ 49 ) ( △ 41 )

1 2

経 常 費 用 6 626 7 064

そ の 他 経 常 収 益

資 産 運 用 収 益

経　　常　　費　　用 6,626 7,064

4,692 5,019

(うち正 味 支 払 保 険 金 ) ( 2,484 ) ( 2,563 )

(うち損 害 調 査 費 ) ( 385 ) ( 371 )

(うち諸 手 数 料 及 び 集 金 費 ) ( 1,276 ) ( 1,325 )

(うち満 期 返 戻 金 ) ( 363 ) ( 372 )

(うち支 払 備 金 繰 入 額 ) ( － ) ( 225 )

保 険 引 受 費 用

(うち支 払 備 金 繰 入 額 ) ( ) ( 225 )

(うち責 任 準 備 金 繰 入 額 ) ( 183 ) ( 160 )

1,931 2,044

2 0

経    常    利    益 469 238

特    別    利    益 － 0

特    別    損    失 8 6

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費

そ の 他 経 常 費 用

税 引 前 中 間 純 利 益 461 231

461 480

△171 △266

290 213

171 18中 間 純 利 益

税 引 前 中 間 純 利 益

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計
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明治安田損害保険株式会社　平成２３年３月期 第２四半期決算の概況

（損益計算書の注記） 

１．（１）正味収入保険料の内訳は次のとおりであります。 

収入保険料 ７，８９２百万円 

支払再保険料 １，００７百万円 

差引 ６，８８５百万円 

（２） 正味支払保険金の内訳は次のとおりであります。 

支払保険金 ２，６３２百万円 

回収再保険金 ６８百万円 

差引 ２，５６３百万円 

（３） 諸手数料及び集金費の内訳は次のとおりであります。 

支払諸手数料及び集金費 １，４９８百万円 

出再保険手数料 １７２百万円出再保険手数料 １７２百万円

差引 １，３２５百万円 

（４） 支払備金繰入額（△は支払備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

支払備金繰入額（出再支払備金控除前、（ロ）に掲げる保険を除く） ２０１百万円 

同上にかかる出再支払備金繰入額 ０百万円 

差引（イ） ２０１百万円 

地震保険及び自動車損害賠償責任保険にかかる支払備金繰入額（ロ） ２４百万円 

計（イ＋ロ） ２２５百万円 

（５） 責任準備金繰入額（△は責任準備金戻入額）の内訳は次のとおりであります。 

普通責任準備金繰入額（出再責任準備金控除前） ２０百万円 

同上にかかる出再責任準備金繰入額 △２７３百万円 

差引（イ） ２９４百万円 

その他の責任準備金繰入額（ロ） △１３４百万円 

計（イ＋ロ） １６０百万円 

（６） 利息及び配当金収入の内訳は次のとおりであります。 

預貯金利息 ０百万円 

有価証券利息・配当金 ２７５百万円 

貸付金利息 ０百万円貸付金利息 ０百万円

不動産賃貸料 ８０百万円 

その他利息・配当金 ２百万円 

計 ３５９百万円 

２． １株当たりの中間純利益の額は４６円８銭であります。 

算定上の基礎である中間純利益及び普通株式に係る中間純利益は１８百万円、普通株式の期中平均

株式数は４００千株であります。 

潜在株式調整後１株あたりの中間純利益の額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。 

３． 金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。 
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明治安田損害保険株式会社　平成２３年３月期 第２四半期決算の概況

（単位：百万円）

 株主資本
資本金
　前期末残高 52,000 52,000
　当中間期変動額
　　当中間期変動額合計 － －
　当中間期末残高 52,000 52,000
資本剰余金
　資本準備金
　　前期末残高 8,730 8,730
　　当中間期変動額
　　　資本準備金の積立 － 1,455
　　　準備金から剰余金への振替 － △8,730
　　　当中間期変動額合計 － △7,275
　　当中間期末残高 8,730 1,455
　その他資本剰余金
　　前期末残高 － －
　　当中間期変動額
　　　資本準備金の積立 － △1,455
　　　剰余金（その他資本剰余金）の配当 － △7,275
　　　準備金から剰余金への振替 － 8,730
　　　当中間期変動額合計 － －
　　当中間期末残高 － －
　資本剰余金合計
　　前期末残高 8,730 8,730
　　当中間期変動額
　　　剰余金（その他資本剰余金）の配当 － △7,275
　　　当中間期変動額合計 － △7,275
　　当中間期末残高 8,730 1,455
利益剰余金
　利益準備金
　　前期末残高 － 213
　　当中間期変動額
　　　利益準備金の積立 213 1,839
　　　当中間期変動額合計 213 1,839
　　当中間期末残高 213 2,053
　その他利益剰余金
　  繰越利益剰余金
　　　前期末残高 12,131 11,228
　　　当中間期変動額
　　　　利益準備金の積立 △213 △1,839
　　　　剰余金の配当 △1,069 △9,198
　　　　中間純利益 171 18
　　　　当中間期変動額合計 △1,111 △11,019
　　　当中間期末残高 11,019 208
　利益剰余金合計
　　前期末残高 12,131 11,442
　　当中間期変動額
　　　剰余金の配当 △1,069 △9,198
　　　中間純利益 171 18
　　　当中間期変動額合計 △898 △9,180
　　当中間期末残高 11,233 2,261
株主資本合計
　前期末残高 72,861 72,172
　当中間期変動額
　　剰余金の配当 △1,069 △9,198
　　剰余金（その他資本剰余金）の配当 － △7,275
　　中間純利益 171 18
　　当中間期変動額合計 △898 △16,455
　当中間期末残高 71,963 55,716

（３）中間株主資本等変動計算書

前中間会計期間 当中間会計期間

平成21年 4月 1日から 平成22年 4月 1日から
平成21年 9月30日まで 平成22年 9月30日まで

科 目
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明治安田損害保険株式会社　平成２３年３月期 第２四半期決算の概況

（単位：百万円）

 評価・換算差額等
その他有価証券評価差額金
　前期末残高 389 486
　当中間期変動額
　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 124 △52
　　当中間期変動額合計 124 △52
　当中間期末残高 513 434
評価・換算差額等合計
　前期末残高 389 486
　当中間期変動額
　　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 124 △52
　　当中間期変動額合計 124 △52
　当中間期末残高 513 434

 純資産合計
前期末残高 73,250 72,658
当中間期変動額
　剰余金の配当 △1,069 △9,198
　剰余金（その他資本剰余金）の配当 － △7,275
　中間純利益 171 18
　株主資本以外の項目の当中間期変動額（純額） 124 △52
　当中間期変動額合計 △773 △16,507
当中間期末残高 72,476 56,151

前中間会計期間 当中間会計期間

平成21年 4月 1日から 平成22年 4月 1日から
平成21年 9月30日まで 平成22年 9月30日まで

科 目
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明治安田損害保険株式会社　平成２３年３月期 第２四半期決算の概況

（株主資本等変動計算書の注記）

１．　発行済株式の種類及び総数に関する事項は以下のとおりであります。

(単位：株）

前事業年度末
株式数

当中間会計期間
増加株式数

当中間会計期間
減少株式数

当中間会計期間末
株式数

発 行 済 株 式 400,000 － － 400,000

普通株式 400,000 － － 400,000

合　計 400,000 － － 400,000

２．　配当に関する事項は以下のとおりであります。

配当金支払額

株式の種類 配当金の総額 1株当たり配当額 基準日 効力発生日

普通株式 158百万円 395円70銭 平成22年3月31日 平成22年6月28日

普通株式 16,315百万円 40,788円27銭 平成22年8月27日 平成22年8月27日

３．　金額は記載単位未満を切り捨てて表示しております。

（４）継続企業の前提に関する注記

該当ありません。

決議

平成22年6月25日
定時株主総会

平成22年8月26日
臨時株主総会
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明治安田損害保険株式会社　平成２３年３月期 第２四半期決算の概況

４．補足情報

（１）当中間期の損益状況

（単位：百万円，％）

前中間会計期間 当中間会計期間

科　　　目　　　　　 平成21年 4月 1日から 平成22年 4月 1日から

平成21年 9月30日まで 平成22年 9月30日まで

7,246 7,405 158 2.2

( 7 194 ) ( 7 356 ) ( 162 ) ( 2 3 )

（１）当中間期の損益状況

元 受 正 味 保 険 料 （ 含 む 収 入 積 立 保 険 料 ）

比 較 増 減 増 減 率

（ 元 受 正 味 保 険 料 ） ( 7,194 ) ( 7,356 ) ( 162 ) ( 2.3 )

6,712 6,976 264 3.9

（ うち ） ( 6,600 ) ( 6,885 ) ( 285 ) ( 4.3 )

（ うち ） ( 52 ) ( 48 ) ( △3 ) ( △6.9 )

4,692 5,019 326 7.0

（ うち ） ( 2,484 ) ( 2,563 ) ( 79 ) ( 3.2 )

（ うち ） ( 385 ) ( 371 ) ( △13 ) ( △3 6 )

正 味 収 入 保 険 料

収 入 積 立 保 険 料

正 味 支 払 保 険 金

損 害 調 査 費

（ 元 受 正 味 保 険 料 ）

保 険 引 受 収 益

保 険 引 受 費 用

（ うち ） ( 385 ) ( 371 ) ( △13 ) ( △3.6 )

（ うち ） ( 1,276 ) ( 1,325 ) ( 49 ) ( 3.9 )

（ うち ） ( 363 ) ( 372 ) ( 9 ) ( 2.6 )

382 325 △57 △14.9

（ うち ） ( 432 ) ( 359 ) ( △72 ) ( △16.8 )

（ うち ） ( － ) ( 7 ) ( 7 ) ( － )

1 931 2 044 113 5 9

資 産 運 用 収 益

損 害 調 査 費

諸 手 数 料 及 び 集 金 費

有 価 証 券 売 却 益

利 息 及 び 配 当 金 収 入

満 期 返 戻 金

営 業 費 及 び 一 般 管 理 費 1,931 2,044 113 5.9

（ ） ( 1,873 ) ( 1,986 ) ( 112 ) ( 6.0 )

△0 1 2 －

469 238 △231 △49.2

（ ） ( 145 ) ( △29 ) ( △174 ) ( △120.5 )

－ 0 0 －

8 6 △1 △18 5特 別 損 失

保険引受に係る営業費及び一般管理費

経 常 利 益

保 険 引 受 利 益

特 別 利 益

そ の 他 経 常 損 益

営 業 費 及 び 般 管 理 費

8 6 △1 △18.5

△8 △6 1 －

461 231 △229 △49.7

461 480 18 4.0

△171 △266 △95 －

290 213 △76 △26.5

171 18 △152 △89 2

特 別 損 失

法 人 税 及 び 住 民 税

法 人 税 等 合 計

法 人 税 等 調 整 額

税 引 前 中 間 純 利 益

特 別 損 益

中 間 純 利 益 171 18 △152 △89.2

43.5 % 42.6 %

47.7 48.1

(注)保険引受利益＝保険引受収益－(保険引受費用＋保険引受に係る営業費及び一般管理費)±その他収支

なお、その他収支は自動車損害賠償責任保険等に係る法人税相当額などであります。

正 味 事 業 費 率

正 味 損 害 率諸
比
率

中 間 純 利 益
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明治安田損害保険株式会社　平成２３年３月期 第２四半期決算の概況

（２）種目別保険料・保険金

元受正味保険料（除く収入積立保険料） （単位：百万円，％）

当中間会計期間

構 成 比

平成22年 9月30日まで

平成22年 4月 1日から

金 額
種      目

（△）率

火 災

金 額
対前年増減

傷 害

241 

6,006 

3.3 △1.2 

4.6 81.6 5,742 79.8 

前中間会計期間

平成21年 4月 1日から

平成21年 9月30日まで

244 

構 成 比

3.4 

260 

100.0 2.3 

5.2 339 

合 計 7,194 100.0 7,356 

△8.4 

3.5 

6.9 

△17.4 

4.6 

労 働 者 災 害 補 償 責 任 315 

△2.4 

そ の 他

4.4 

傷 害

507 

－ 自 動 車 損 害 賠 償 責 任 － 

7.2 

自 動 車 △0 

賠 償 責 任 520 

－ －  

,  

△0.0 

－ 

  ,   

△0 － △0.0 

370 

正味収入保険料 （単位：百万円，％）

前中間会計期間 当中間会計期間

33.0 2.3 

種      目

傷 害

火 災 121 

81 4

1.8 

5 373 4 8

金 額 構 成 比
対前年増減

5 633 81 8

161 

金 額

平成22年 9月30日まで

構 成 比

平成21年 4月 1日から

（△）率

平成21年 9月30日まで

平成22年 4月 1日から

2.9 

△17.1 

△13.5 

合 計 6,600 

そ の 他

傷 害

労 働 者 災 害 補 償 責 任

2.5 

4.5 

100.0 6,885 100.0 4.3 

81.4 

0.0 1 

2.1 

3.5 

143 

3.6 242 

248 3.6 299 

165 

自 動 車 1 

賠 償 責 任

402 6.1 

236 

5,373 

5.9 

自 動 車 損 害 賠 償 責 任 454 6.6 13.0 

0.0 

4.8 5,633 81.8 

正味支払保険金 （単位：百万円，％）

火 災

正 味

平成22年 4月 1日から

87 103.0 

前中間会計期間

種      目
平成21年 9月30日まで

△30.3)(     72.7 3.9 91 

平成21年 4月 1日から

正 味
金 額

対前年増減
金 額

平成22年 9月30日まで

損 害 率 （△）率 (比較増減(△))損 害 率

当中間会計期間

傷 害

自 動 車

自動車損害賠償責任

賠 償 責 任

労働者災害補償責任

そ の 他

合 計

1,680 

50 1,902.7 △49.6 4,360.9 25 

27 

42 

467 116.2 503 

90 

2,484 43 5

32.5 56 

18.0 

101 73.6 

41 

△13.8)(     

20.4)(       

△43.8)(     

△0 9)(

△73.3 29.8 

18.7 △24.8 

38.4 120.4 

7.6 110.6 

2,563 3 2 42 6

△5.6)(      

36.5 1,784 

△2,458.2)(  

37.3 6.2 0.8)(        

合 計

（注）正味損害率は正味支払保険金に損害調査費を加えて算出しております。

2,484 43.5 △0.9)(     2,563 3.2 42.6 
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(単位：百万円)

種 類
取得原価 差     額 取得原価 差     額

公 社 債 69,281 69,962 681 85,101 85,864 762

株 式 － － － － － －

外 国 証 券 － － － － － －

そ の 他 － － － － － －

合 計 69,281 69,962 681 85,101 85,864 762

（注）上表は時価のあるその他有価証券について記載しております。

（３）有価証券

当中間会計期間末 前事業年度末

貸借対照表
計上額

貸借対照表
計上額

（平成22年9月30日現在) （平成22年3月31日現在)
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（４）ソルベンシー・マージン比率
（単位：百万円、％）

(A) ソルベンシー・マージン総額 64,492 86,782

  資本金又は基金等 55,716 72,013

  価格変動準備金 58 51

  危険準備金 27 24

  異常危険準備金 7,155 6,934

  一般貸倒引当金 0 0

  その他有価証券の評価差額（税効果控除前） 613 686

  土地の含み損益 770 770

  払戻積立金超過額 － －

  負債性資本調達手段等 － －

  控除項目 － －

  その他 150 6,301

(B) リスクの合計額

    (Ｒ１＋Ｒ２)
２＋(Ｒ３＋Ｒ４)

２＋Ｒ５＋Ｒ６

一般保険リスク（Ｒ１） 1,018 1,007
第三分野保険の保険リスク（Ｒ２） － －
予定利率リスク（Ｒ３） 4 4
資産運用リスク（Ｒ４） 835 996
経営管理リスク（Ｒ５） 54 57
巨大災害リスク（Ｒ６） 888 890

(C) ソルベンシー・マージン比率
[(Ａ)／｛(Ｂ)×1/2｝]×100

5,697.4 7,326.9

(注) 上記の金額及び数値は、保険業法施行規則第86条及び第87条並びに平成8年大蔵省告示第50号の規定に基づいて
算出しております。

   ＜ソルベンシー･マージン比率＞
・ 損害保険会社は、保険事故発生の際の保険金支払や積立型保険の満期返戻金支払等に備えて準備金を積み立てております
 が、巨大災害の発生や、損害保険会社が保有する資産の大幅な価格下落等、通常の予測を超える危険が発生した場合でも、
 十分な支払能力を保持しておく必要があります。

・ こうした「通常の予測を超える危険」を示す「リスクの合計額」（上表の(B)）に対する「損害保険会社が保有している
 資本金・準備金等の支払余力」（すなわちソルベンシー・マージン総額：上表の(A)）の割合を示す指標として、保険業法
 等に基づき計算されたのが、「ソルベンシー・マージン比率」（上表の(C)）であります。

・ 「通常の予測を超える危険」とは、次に示す各種の危険の総額であります。
   ①保険引受上の危険     ：保険事故の発生率等が通常の予測を超えることにより発生し得る危険（巨大災害に係る危険を
     （一般保険リスク）     除く。）
     （第三分野保険の保険リスク）
   ②予定利率上の危険     ：実際の運用利回りが保険料算出時に予定した利回りを下回ることにより発生し得る危険
     （予定利率リスク）     
   ③資産運用上の危険     ：保有する有価証券等の資産の価格が通常の予測を超えて変動することにより発生し得る危険等
     （資産運用リスク） 
   ④経営管理上の危険     ：業務の運営上通常の予測を超えて発生し得る危険で上記①～③及び⑤以外のもの
     （経営管理リスク）     
   ⑤巨大災害に係る危険   ：通常の予測を超える巨大災害（関東大震災や伊勢湾台風相当）により発生し得る危険
     （巨大災害リスク）     

・ 「損害保険会社が保有している資本金･準備金等の支払余力」（ソルベンシー・マージン総額）とは、損害保険会社の純資
 産（社外流出予定額等を除く）、諸準備金（価格変動準備金･異常危険準備金等）、土地の含み益の一部等の総額であります。

・ ソルベンシー・マージン比率は、行政当局が保険会社を監督する際に活用する客観的な判断指標のひとつですが、その数
 値が200％以上であれば｢保険金等の支払能力の充実の状況が適当である｣とされております。

※平成23年11月21日付の『「平成23年3月期 決算の概況について」等の一部訂正について』の内容を反映しています。

2,263 2,368

当中間会計期間末 前事業年度末

（平成22年9月30日現在） （平成22年3月31日現在）
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（参考資料） 

 

証券化商品等への投資及びサブプライム関連投資の状況 

 

 

 

①特別目的事業体（SPEs） 

  該当ありません。 

 

②債務担保証券（CDO） 

  該当ありません。 

 

③商業用不動産担保証券（CMBS） 

  該当ありません。 

 

④レバレッジド・ファイナンス 

  該当ありません。 

 

⑤その他 

  当社ではサブプライムローン関連の商品への直接投資はありません。 
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